後期研修プログラム　　救命救急センターコース

1． コースの概要：当救命救急センターは446床の本院に併設され、本院各科との緊密な連携の下に運営されています。１階にレントゲン、128列ＣＴおよび検査室を擁するER、２階に8床のICU,CCU、３階に35床の救急病棟を持ち年間13,000件の救急患者を取り扱っています。救命センターへの入院はうち2,100件です。また年間1700件現場出動するドクターカーを運用しており、プレホスピタルでの蘇生、初期治療、トリアージが経験できます。ERでは救命センター医が一次から三次までの救急患者の初期診断、治療とトリアージを行い、ドクターカーに同乗します。ICUでは麻酔集中治療医が重症救急患者の集中治療を行います。

救命救急センターの後期研修は以下の2つのコースに分かれますが、双方緊密な連携の下で運営されますので、経験の共有が可能です。

1 ER総合診療医養成コース： ERでの診療に必要な広範な疾患、外傷の診断、処置能力を養います。12ヶ月の ER研修（名古屋エキサイ会病院、新潟市民病院、船橋二和病院、茅ヶ崎徳洲会病院、秋田大学、東京大学および聖マリアンナ医大での短期研修を含む）、6ヶ月の麻酔集中治療科研修と18ヶ月の内科研修（循環器、消化器、呼吸器および他の施設）を行います。

2 麻酔集中治療医養成コース：ERでの診療に必要な広範な疾患、外傷の診断、処置能力に加えて、麻酔、集中治療の知識と技術を学びます。12ヶ月のER研修と24ヶ月の麻酔集中治療研修を行います。

　いずれのコースも期間、内容についての相談に応じます。

2． 取得資格

1 ER 総合診療医養成コース：コース終了時、内科認定医受験資格、日本救急医学会専従歴取得可

2 麻酔集中治療医養成コース：コース終了時、麻酔標榜医、認定医資格取得

3． 研修期間：上記のとおりですが、研修終了時常勤医への道が開かれており、日本救急医学会専門医、麻酔科専門医、集中治療専門医の資格取得が可能です。

４．取得手技：AHA BLS,ACLS,ACLS-EP,PALS各プロバイダー、希望すれば各インストラクター、JATEC、JPETECプロバイダー

　　　　　　　ER・麻酔・ICU業務に必要な手技一般、一般内科外来・入院診療技術、麻酔一般、腹部エコー、心エコー、上部消化管内視鏡、救急放射線読影、救急蘇生および重症外傷のチームリーダーとしての技術、その他）

５．診療科指導体制

1 救命センター　：救急専門医3名　後期研修医１名　その他常勤1名

2 麻酔集中治療科：麻酔指導医５名　専門医6名　認定医1名

　　　　　　　　　　集中治療専門医３名

６．主要疾患の実績（救命センター入院）

　　脳血管疾患および意識障害など：470例。循環器疾患：434例。消化器疾患：507例。

　　呼吸器疾患:201例。外因性:339例。その他:79例。

７．関連領域の研修：上記のとおりです。

